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平成２８年７月２８日

九 州 地 方 整 備 局

九 州 技 術 事 務 所

九州技術事務所ｆ ｃ ｂ ｋを開設しますa e o o

九州技術事務所では、社会資本整備や維持管理及び防災に資する新技術の活用、

技術開発・調査、防災対応、人材育成に係る業務を担っています。

当ページでは と に係る情報と、九州技術事務所が取、『新技術』 『防災』
り組むイベントなどの情報を提供して参ります。

情報は、新技術情報提供システム（ ）に登録された新技術の『新技術』 NETIS

現場での活用を一層強力に推進するために、発注者、設計者、施工者、開発者に

向けて情報を発信して参ります 〔資料１〕。

開発者には、登録された有用な技術を開発に至った思い等をアピールして頂く

ためにコメント欄への書き込みを可能とします。

情報は、風水害、土砂災害、地震、火山砂防に係る広域的・機動的『防災』
な復旧活動等を支援するために、排水ポンプ車、分解組立式無人化バックホウ、

災害対策支援車などの災害対策機械の出動状況や支援状況など、九州技術事務所

の対応状況をリアルタイムで情報提供を発信して参ります。 〔資料２〕

また、各種防災訓練 などの情報も発信して参ります。

開設日：平成２８年８月１日（月）

アカウント名： ｍｌ ｔ ｋｙ ｇ 」「 i _ u i

アカウント表示名：国土交通省九州地方整備局九州技術事務所

ユーザーネーム：https://www.facebook.com/kyugi.mlit.go.jp/

窓口Facebook
国土交通省 九州地方整備局 九州技術事務所

〒８３０－８５７０ 久留米市高野１丁目３番１号
０９４２－３２－８２４５（代表）TEL

副所長 山本 佳久

https://www.facebook.com/kyugi.mlit.go.jp/


良質な社会資本整備の推進に向けて

新技術活用システム（ＮＥＴＩＳ）のねらい

・公共工事の諸課題解決

・品質向上
・安全の確保

・豊かな国民生活の実現
と安全の確保

・環境の保全と良好な
環境の創出

・技術のスパイラルアップ
・新たな技術開発

・公共工事の諸問題解決

・コスト縮減
・品質の確保
・環境の保全

受注者のメリット 国民のメリット

開発者のメリット 発注者のメリット



◆九州における新技術活用状況の推移◆
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◆Ｈ２７年度新技術活用状況について（活用件数の多い工種［TOP10］）◆
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